
第
１

１
回
「

中
海

沿
岸

農
地

排
水

不
良

Ｗ
Ｇ
」

に
つ

い
て

 
 

１
 

開
催

日
時

 
 

令
和

２
年

５
月
２

７
日

（
水

）
電

子
メ

ー
ル
 

 ２
 

出
席

機
関

 
・

国
土

交
通

省
中
国

地
方

整
備

局
 
出
雲
河

川
事

務
所
計

画
課

 

 
 

 
 

 
 

 
・

農
林

水
産

省
中
国

四
国

農
政

局
 
農
村
振

興
部

農
地
整

備
課

 

 
 

 
 

 
 

 
・

鳥
取

県
令

和
新
時

代
創

造
本

部
政

策
戦

略
監
 
総
合

統
括

課
 

 
 

 
 

 
 

 
・

鳥
取

県
農

林
水
産

部
 
農
地

・
水

保
全
課

 

・
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
 地

域
振
興

局
西

部
振

興
課
 

・
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
 農

林
局
地

域
整

備
課
 

・
米

子
市

総
合

政
策

部
総

合
政

策
課

、
経
済

部
農

林
水

産
振

興
局
農

林
課

（
事

務
局

）
 

 

３
 

報
告

事
項

 
・

崎
津

モ
デ

ル
地
区

と
彦

名
地

区
へ

の
他

工
事
流

用
土

受
入

れ
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

 
 

 
・

崎
津

モ
デ

ル
地
区

の
農

地
を

か
さ

上
げ

し
た
効

果
に

つ
い

て
 

 ４
 

協
議

結
果

 
・

今
後

、
崎

津
モ
デ

ル
地

区
の

農
地

の
か

さ
上
げ

に
必

要
な

土
量

は
約

7
,6
5
0
㎥

（
う

ち
ス

ト
ッ
ク

ヤ
ー

ド
に
約

90
0
㎥

搬
入
済

）
。

ま
た
、

他
工

事
流

用
土

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
「

鳥
取

県
西
部

地
区

建
設

発
生

土
対

策
協
議

会
」

へ
情

報
提

供
を

依
頼
す

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
・
農

振
農
用

地
区
域

で
あ

る
彦

名
地

区
は

国
庫
補

助
事

業
に

よ
っ

て
農

地
を
か

さ
上

げ
し

た
展

示
効

果
に

よ
り
、
地

元
の

機
運
を

盛
り

上
げ
る

効
果

が
あ

る
た

め
、

地
元

へ
聞

き
取

り
を

行
い

新
た
な

か
さ

上
げ

農
地

を
確

保
す
る

。
 

【
経

緯
】
 

中
海

沿
岸
（
彦

名
・
崎

津
）
農

地
を
所

有
す

る
農

家
か

ら
「

本
庄
工

区
干

拓
堤

防
」
が
築

造
さ
れ

て
か

ら
、
地
下

水
位

の
上
昇

等
で

農
地

が
排

水
不

良
と
な

り
農

作
物
に

被
害

が
生

じ
て

い
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た
も

の
の

本
庄

工
区

干
拓
堤

防
と

の
因

果
関

係
が

不
明
で

あ
り

、
平
成

1
7
年
度

に
現
地

調
査

を
実

施
し

改
善

策
を
検

討
。
 

  
○

調
査

内
容

に
つ

い
て

報
告

(
H
1
8.
1
.
17
) 

 
 

・
排

水
不

良
農
地

1
0
4
ha
、

標
高

9
0c
m
以
下

の
農

地
と

概
ね

一
致
。

 
  
 
 

 
 

・
田

畑
が

混
在

し
、

農
地

の
標
高

が
低

く
地

下
水

位
も

高
い
こ

と
か

ら
排

水
不

良
と

な
っ

て
い
る

。
 

 
○

地
元

が
対

策
を

検
討

す
る

た
め
補

助
事

業
制

度
に

つ
い

て
説
明

（
H
1
8
.3
.
8
）
 

 
 

・
干

拓
堤

防
の

影
響

や
大

橋
川
拡

幅
の

絡
み

で
「

農
家

負
担
ゼ

ロ
」

で
の

対
策

を
要

望
。

 

 

1

資料４



 
○

第
１

回
中

海
会

議
で

「
中

海
沿
岸

農
地

の
排

水
不

良
に

つ
い
て

」
問

題
を

提
起

(
H2
2
.
4
.
2
2)
 

 
 
 
 
・
関

係
機

関
で

構
成

す
る

グ
ル
ー

プ
に

よ
る

情
報

交
換

や
排
水

不
良

対
策

を
協

議
検

討
す

る
場
と

し
て

「
中

海
沿

岸
農
地

排
水

不
良

ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ

」
を

設
置

。
 

○
第

１
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
H2
2
.
10
.
6
) 

 
・

崎
津

の
モ

デ
ル

地
区

（
面

積
3.
3
h
a）

を
報

告
。

他
工

事
流

用
土
に

よ
る

農
地

の
か

さ
上
げ

に
つ

い
て

流
用

土
の

情
報
共

有
、

土
質

な
ど

具
体

的
に
検

討
。
 

○
第

２
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
H2

3
.
7.
2
2
) 

・
崎

津
モ

デ
ル

地
区

に
約

4,
0
0
0
㎥

（
搬
入

面
積

0
.8
h
a）

の
他

工
事

流
用

土
を

搬
入

し
た

こ
と
を

報
告

。
 

 
○

第
４

回
Ｗ

Ｇ
会

議
(
H
2
5.
7
.
1
7
) 

 
 
・
崎

津
モ

デ
ル

地
区

は
、
農

業
基

盤
整

備
の

補
助

事
業

を
実
施

す
る

の
に

、
農

振
農

用
地
区

域
へ

の
編

入
が

必
要

で
あ

り
、
崎

津
地

区
（
2
1
.8
h
a
）
を

対
象
に

関
係

者
等
と

意
見

交
換

や
意

識
調

査
を

実
施

し
た
が

、
耕

作
者

（
地

権
者

）
間
で

賛
否

両
論

あ
り

合
意

形
成
が

図
れ

て
い

な
い

こ
と

を
報

告
。
 

 
○

第
６

回
Ｗ

Ｇ
会

議
(
H
2
7.
7
.
1
) 

 
・
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

を
設
置

し
た
こ

と
を

報
告
。
ス

ト
ッ

ク
ヤ
ー

ド
の

設
置

に
よ

り
少

量
か

ら
、
ま

た
、
１

年
を
通

し
て
搬

入
可

能
と

な
り

営
農

時
期
の

調
整

も
無

く
な

る

た
め

、
他

工
事

流
用

土
の

搬
入

を
促
進

さ
せ

る
。
 

○
第

７
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
H2

8
.
6.
2
)
 

 
・

崎
津

モ
デ

ル
地

区
に

約
1
5
0
㎥
（

搬
入

面
積

0
.0
3
h
a）

の
他
工

事
流

用
土

を
搬

入
し

た
こ
と

を
報

告
。
 

 
・

鳥
取

県
西

部
地

区
建

設
発

生
土
対

策
協

議
会
へ

H
2
2.
1
0
よ

り
情
報

共
有

を
行

っ
て
い

た
が

H
2
7.
1
2
よ

り
文

書
に
よ

り
情
報

提
供

を
お

願
い

し
た

。
 

○
第

８
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
H2

9
.
6.
5
)
 

 
・

崎
津

モ
デ

ル
地

区
に

約
6
5
0
㎥
（

搬
入

面
積

0
.1
3
h
a）

の
他
工

事
流

用
土

を
搬

入
し

た
こ
と

を
報

告
。
 

○
第

９
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
H3

0
.
6.
2
2
) 

・
崎

津
モ

デ
ル

地
区

に
約

2,
0
5
0
㎥

（
搬
入

面
積

0
.4
1
h
a）

の
他
工

事
流

用
土

を
搬

入
し

た
こ
と

を
報

告
。
 

 
○

第
１

０
回

Ｗ
Ｇ

会
議

(
R1
.
5
.
1
4
) 

・
崎

津
モ

デ
ル

地
区

に
約

45
0
㎥

（
搬

入
面

積
0
.
0
9h
a
）
の

他
工
事

流
用

土
を

搬
入

し
た

こ
と
を

報
告

。
 

2



農
振

農
用

地
区

域

排
水

不
良

区
域

　
A

=
1
0
4
ha

（
標

高
9
0
cm

以
下

）

崎
津

モ
デ

ル
地

区
  A

=
3
.3

h
a

凡
　

　
　

例

彦
名

地
区

  A
=
0
.7

h
a

中
海

沿
岸

農
地

排
水

不
良

区
域

平
面

図

米
川

米
子

鬼
太

郎
空

港

米
子

高
専

富
益

団
地

崎
津

漁
港

安
倍

彦
名

団
地

粟
嶋

神
社

崎
津

モ
デ

ル
地

区

介
護

老
人

施
設

太
陽

光
発

電
事

業
5ha

電
波

塔
3ha

米
子

水
鳥

公
園

用
水

機
場

1.6ha

農
振

農
用

地
区

域
へ

の
編

入
を

検
討

し
た

が
合

意
形

成
が

図
れ

な
い

区
域
A=21.8ha

彦
名

地
区

3



排
水

不
良

農
地

へ
の

他
工

事
流

用
土

に
よ

る
受

入
れ

に
つ

い
て

崎
津

モ
デ

ル
地

区
　

　
Ａ

＝
３

．
３

ｈ
ａ
（
５

０
ｃ
ｍ

客
土

、
約

１
６

，
５

０
０

㎥
）

①
現

在
の

か
さ

上
げ

状
況

か
さ

上
げ

完
了

年
月

受
入

れ
量

か
さ

上
げ

面
積

・
平

成
２

２
年

１
１

月
約

３
，

０
０

０
㎥

・
平

成
２

３
年

１
月

約
１

，
０

０
０

㎥
Ａ

=
０

．
８

ｈ
ａ

・
平

成
２

８
年

６
月

約
１

５
０

㎥

・
平

成
２

９
年

３
月

約
６

５
０

㎥
Ａ

=
０

．
１

６
ｈ

ａ

・
平

成
２

９
年

１
２

月
約

１
，

２
０

０
㎥

Ａ
=
０

．
２

４
ｈ

ａ

・
平

成
３

０
年

３
月

約
８

５
０

㎥
Ａ

=
０

．
１

７
ｈ

ａ

・
平

成
３

０
年

８
月

約
４

５
０

㎥
Ａ

=
０

．
０

９
ｈ

ａ

・
令

和
元

年
９

月
約

１
，

５
５

０
㎥

Ａ
=
０

．
３

１
ｈ

ａ

計
約

８
，

８
５

０
㎥

Ａ
=
１

．
７

７
ｈ

ａ

（
進

捗
率

５
３

．
６

％
）

②
今

後
の

必
要

量
約

７
，

６
５

０
㎥

　
　

　
Ａ

＝
１

．
５

３
ｈ

ａ

③
崎

津
モ

デ
ル

地
区

の
課

題
・
農

振
農

用
地

区
域

で
な

い
の

で
農

業
基

盤
整

備
の

補
助

事
業

を
活

用
で

き
な

い
。

 （
崎

津
モ

デ
ル

地
区

は
、

農
業

基
盤

整
備

の
補

助
事

業
を

実
施

す
る

の
に

、
農

振
農

用
地

区
域

へ
の

 編
入

が
必

要
で

あ
り

、
崎

津
地

区
（
2
1
.8

h
a）

を
対

象
に

関
係

者
等

と
意

見
交

換
や

意
識

調
査

を
実

施
し

た
が

、
耕

作
者

（
地

権
者

）
間

で
賛

否
両

論
が

あ
り

合
意

形
成

が
図

れ
て

い
な

い
）

・
ほ

場
に

適
し

た
弓

浜
部

と
同

じ
土

質
の

砂
、

砂
質

土
を

求
め

て
お

り
、

客
土

搬
入

の
進

捗
が

良
く
な

い
た

め
、

弓
浜

部
の

工
事

発
注

機
関

に
他

工
事

流
用

土
の

搬
入

を
お

願
い

し
て

い
る

。
・
近

隣
の

他
工

事
流

用
土

に
つ

い
て

、
把

握
に

努
め

て
お

り
、

搬
入

可
能

な
土

質
の

も
の

で
あ

っ
て

も
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ま
で

の
運

搬
費

の
負

担
が

生
じ

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
。

・
他

工
事

流
用

土
は

石
が

混
入

し
て

お
り

か
さ

上
げ

し
て

か
ら

耕
作

者
よ

り
一

部
苦

情
が

あ
り

、
除

石
を

行
っ

て
い

る
。

・
水

田
は

か
さ

上
げ

を
行

う
と

用
水

路
か

ら
改

修
が

必
要

と
な

り
、

地
元

負
担

金
が

発
生

す
る

た
め

、
畑

に
よ

る
使

用
を

お
願

い
し

て
い

る
。

（
土

質
：
弓

浜
部

の
砂

、
砂

質
土

）
※

う
ち

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
に

約
９

０
０

㎥
搬

入
済

崎
津

モ
デ

ル
地

区
平

面
図

位
置

図

H
2
2
.1

1
,H

2
3
.1

A
=
0
.8

h
a

モ
デ

ル
地

区
A

＝
３

．
３

ha

H
2
8
.6

,H
2
9.

3

A
=
0
.1

6h
a

H
2
9
.1

2

A
=
0
.2

4
ha

H
3
0
.3

A
=
0
.1

7h
a

H
3
0
.8

A
=
0
.0

9h
a

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド

A
=
0
.1

h
a

R
1
.9

A
=
0
.1

7h
a

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド

A
=
0
.0

3
h
a

R
1
.9

A
=
0
.1

4h

4



排
水

不
良

農
地

へ
の

他
工

事
流

用
土

に
よ

る
受

入
れ

に
つ

い
て

彦
名

地
区

　
　

Ａ
＝

０
．

７
ｈ

ａ
（
５

０
ｃ
ｍ

客
土

、
約

３
，

５
０

０
㎥

）

排
水

不
良

区
域

に
あ

る
畑

の
地

権
者

よ
り

、
平

成
３

０
年

１
０

月
７

日
の

高
潮

(最
高

水
位

9
5
㎝

)に
よ

り
畑

が
冠

水
し

た
と

連
絡

が
あ

り
、

現
地

立
会

に
て

今
回

の
冠

水
を

機
に

、
崎

津
モ

デ
ル

地
区

の
よ

う
に

か
さ

上
げ

し
て

ほ
し

い
と

話
が

あ
り

、
そ

の
後

、
排

水
不

良
区

域
の

周
辺

地
権

者
に

意
向

調
査

を
行

い
同

意
を

得
た

面
積

０
．

７
h
aで

あ
る

。

①
現

在
の

か
さ

上
げ

状
況

か
さ

上
げ

完
了

年
月

受
入

れ
量

か
さ

上
げ

面
積

・
令

和
２

年
６

月
約

９
０

０
㎥

Ａ
=
０

．
１

８
ｈ

ａ

計
約

９
０

０
㎥

Ａ
=
０

．
１

８
ｈ

ａ

（
進

捗
率

２
５

．
７

％
）

②
今

後
の

必
要

量
約

２
，

６
０

０
㎥

　
　

　
Ａ

＝
０

．
５

２
ｈ

ａ

※
国

庫
補

助
事

業
の

農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

で
実

施

③
彦

名
地

区
の

課
題

・
ほ

場
へ

の
進

入
路

が
狭

く
未

舗
装

で
あ

り
大

型
ダ

ン
プ

で
の

搬
入

が
難

し
い

た
め

、
小

型
ダ

ン
プ

（
２

ｔ車
）
で

他
工

事
流

用
土

の
搬

入
を

行
っ

て
い

る
。

・
他

工
事

流
用

土
は

石
が

混
入

し
て

お
り

か
さ

上
げ

し
て

か
ら

除
石

を
行

う
。

・
水

田
は

か
さ

上
げ

を
行

う
と

用
水

路
か

ら
改

修
が

必
要

と
な

り
、

地
元

負
担

金
が

発
生

す
る

た
め

、
畑

に
よ

る
使

用
を

お
願

い
し

て
い

る
。

（
土

質
：
弓

浜
部

の
砂

、
砂

質
土

）
※

必
要

量
確

保
済

［
経

緯
］

　
　

か
さ

上
げ

工
事

期
間

：
令

和
元

年
度

～
３

年
度

（
計

画
）

彦
名

地
区

平
面

図

彦
名

地
区

A
＝

0
．

7h
a

R
2
.6

A
=
0
.1

8
ha
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１
　

目
　

　
　

的
：
か

さ
上

げ
し

た
農

地
の

排
水

性
を

確
認

し
、

農
作

物
の

収
穫

量
、

品
質

に
つ

い
て

向
上

し
て

い
る

か
、

か
さ

上
げ

し
た

効
果

を
検

証
す

る
。

２
　

確
認

内
容

：
農

地
地

盤
の

高
さ

、
地

下
水

位
、

収
穫

量
、

品
質

地
盤

の
高

さ
、

地
下

水
位

の
確

認
赤

丸
：
高

さ
確

認
箇

所
(単

位
c
m

)
【
上

段
：
か

さ
上

げ
地

盤
高

、
下

段
：
地

下
水

位
( 

)書
［
４

月
～

８
月

調
査

］
】

参
考

：
周

辺
耕

作
地

（
彦

名
干

拓
地

）
平

均
1
,6

1
7k

g
※

「
平

均
」
：
H

3
0
,R

1
の

平
均

収
穫

量

●
品

質

■
検

証
結

果

※
「
周

年
栽

培
」
：
春

ね
ぎ

、
夏

ね
ぎ

、
秋

冬
ね

ぎ
を

栽
培

し
、

　
１

年
中

、
出

荷
で

き
る

栽
培

体
系

崎
津

モ
デ

ル
地

区
の

農
地

を
か

さ
上

げ
し

た
効

果
の

検
証

に
つ

い
て

白
ね

ぎ
の

栽
培

状
況

を
農

家
聞

き
取

り
●

１
０

ａ
当

り
収

穫
量

(単
位

：
ｋ
ｇ
)

夏
ね

ぎ

か
さ

上
げ

後

増
減

　
か

さ
上

げ
前

は
、

地
盤

面
か

ら
約

４
０

㎝
さ

が
っ

た
と

こ
ろ

の
地

下
水

の
影

響
に

よ
り

根
腐

れ
に

な
り

夏
ね

ぎ
の

栽
培

は
行

え
な

い
状

況
で

あ
っ

た
た

め
、

周
年

栽
培

を
行

え
な

か
っ

た
。

　
か

さ
上

げ
後

、
地

下
水

位
は

地
盤

面
か

ら
約

７
０

㎝
以

上
さ

が
り

農
家

聞
き

取
り

に
お

い
て

も
畑

土
は

乾
き

排
水

性
に

つ
い

て
改

善
し

、
夏

ね
ぎ

を
栽

培
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
伺

っ
て

い
る

。
　

農
地

を
か

さ
上

げ
し

た
効

果
に

つ
い

て
は

農
地

の
排

水
性

を
改

善
し

た
た

め
、

周
年

栽
培

で
き

る
よ

う
に

な
り

農
家

の
農

業
経

営
の

安
定

化
を

推
進

す
る

。

夏
ね

ぎ

か
さ

上
げ

後

形
状

良
好

、
曲

が
り

軽
微

、
病

害
虫

が
目

立
た

な
い

も
の

「
秀

品
」
で

あ
り

、
ま

た
、

収
穫

量
の

約
５

０
％

は
高

値
で

取
引

さ
れ

る
2
L
、

L
で

あ
る

。

か
さ

上
げ

前
作

付
け

で
き

な
か

っ
た

た
め

不
明

平
均

1
,8

3
4k

g

増
1
,8

3
4k

g

か
さ

上
げ

前
作

付
で

き
な

か
っ

た
た

め
不

明

か
さ

上
げ

農
地

14
9

(6
9)

15
7

(7
0)

16
0

(6
3)

14
8

(5
3)

14
6

(7
2)

15
5

(7
1)
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崎
津

モ
デ

ル
地

区
　

現
在

の
搬

入
、

営
農

状
況

　
（
Ｒ

２
．

５
）

凡
　

　
　

例

位
置

図
平

面
図

崎
津

モ
デ

ル
地

区
予

定
地

A
＝

３
．

３
ｈ

ａ

③
②

①

受
入

れ
前

営
農

状
況

（R
2.
5)

①
H2

2.
11

、
23

.1
耕

作
者

の
声

白
ね

ぎ
を

植
え

て

い
る

。
「
今

ま
で

畝
ま

で
滞

水
が

あ
っ

た
。

か
さ

上

げ
し

て
か

ら
は

水

の
浸

透
が

早
く
な

り
水

は
け

が
良

く

な
っ

た
。

」

受
入

れ
後

か
さ

上
げ

農
地

作
付

け
農

地

7



②
H2

8.
6、

29
.3

③
H2

9.
12

耕
作

者
の

声

白
ね

ぎ
を

植
え

て

い
る

。
「
今

ま
で

畝
ま

で
滞

水
が

あ
っ

た
。

こ
の

時

期
（
６

～
９

月
頃

）

に
は

、
作

付
け

で

き
な

い
農

地
で

あ
っ

た
。

」

耕
作

者
の

声

白
ね

ぎ
を

植
え

て

い
る

。
「
今

ま
で

畝
ま

で
滞

水
が

あ
っ

た
。

か
さ

上

げ
し

た
か

ら
水

は

け
が

良
く
な

る
。

」

受
入

れ
前

受
入

れ
後

営
農

状
況

（R
2.
5)

受
入

れ
前

受
入

れ
後

営
農

状
況

（
R2

.5
)
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○
標

高
の

低
い

農
地

は
排

水
不

良
に

よ
る

冠
水

が
常

習
的

に
発

生
し

、
ほ

場
条

件
の

悪
さ

等
か

ら
主

に
水

田
の

耕
作

放
棄

地
が

散
見

さ
れ

る
。

○
水

田
と

畑
が

混
在

し
て

お
り

、
水

田
周

辺
の

畑
地

は
水

田
か

ら
の

浸
透

水
に

よ
り

地
下

水
位

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。

○
中

海
護

岸
周

辺
の

農
地

は
標

高
が

低
い

こ
と

に
加

え
、

地
下

水
位

も
高

く
、

排
水

不
良

と
な

っ
て

い
る

。

○
地

元
負

担
ゼ

ロ
に

よ
る

排
水

不
良

対
策

事
業

を
要

望
し

て
い

る
。

現
状

○
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
、

地
元

負
担

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
に

他
工

事
流

用
土

に
よ

る

農
地

の
か

さ
上

げ
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

排
水

不
良

を
解

消
す

る
。

改
善

策

○
他

工
事

流
用

土
に

よ
る

農
地

の
か

さ
上

げ
を

崎
津

モ
デ

ル
地

区
で

実
施

し
、

農

地
の

排
水

を
良

く
す

る
。

○
農

地
の

排
水

効
果

を
検

証
し

、
排

水
不

良
農

地
に

拡
げ

て
い

く
。

実
施

効
果

現
状

、
改

善
策

、
実

施
効

果

彦
名

地
区

（
水

田
）
の

耕
作

放
棄

地

耕
作

放
棄

地

排
水

不
良

農
地

（
畑

）

地
盤

高

５
０
cm

か
さ

上
げ

か
さ

上
げ

地
盤

高

農
地

か
さ

上
げ

イ
メ

ー
ジ

図

排
水

不
良
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○
農

振
農

用
地

区
域

で
な

い
の

で
農

業
基

盤
整

備
の

補
助

事
業

を
活

用
で

き
な

い
。

○
ほ

場
に

適
し

た
弓

浜
部

と
同

じ
土

質
の

砂
、

砂
質

土
を

求
め

て
い

る
た

め
、

他
工

事
流

用
土

の
搬

入
の

進
捗

が
良

く
な

い
。

○
近

隣
の

他
工

事
流

用
土

に
つ

い
て

、
把

握
に

努
め

て
お

り
、

搬
入

可
能

な
土

質
の

も
の

で
あ

っ
て

も
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ま
で

運
搬

費
の

負
担

が
生

じ
利

用
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

。

○
他

工
事

流
用

土
は

石
が

混
入

し
て

お
り

か
さ

上
げ

し
て

か
ら

耕
作

者
よ

り
一

部
苦

情
が

あ
り

、
除

石
を

行
っ

て
い

る
。

○
水

田
は

、
か

さ
上

げ
を

行
う

と
用

水
路

か
ら

改
修

が
必

要
と

な
り

、
地

元
負

担
金

が
発

生
す

る
。

改
善

策

の
課

題

○
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

を
拠

点
と

し
た

他
工

事
流

用
土

に
よ

る
農

地
の

か
さ

上
げ

を
促

進
す

る
た

め
に

、
引

き
続

き
「
鳥

取
県

西
部

地
区

建
設

発
生

土
対

策

協
議

会
」
へ

情
報

提
供

を
依

頼
す

る
。

（
土

質
：
弓

浜
部

の
砂

、
砂

質
土

）

○
崎

津
モ

デ
ル

地
区

の
か

さ
上

げ
し

た
効

果
を

検
証

す
る

。
（
地

盤
高

、
地

下
水

位
、

作
物

の
収

穫
量

な
ど

）

○
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

に
つ

い
て

、
他

工
事

流
用

土
を

受
入

れ
で

き
る

よ
う

に
場

所
の

確
保

を
進

め
る

。

○
崎

津
モ

デ
ル

地
区

以
外

の
農

地
の

か
さ

上
げ

を
行

う
箇

所
の

確
保

を
進

め
る

。

○
農

振
農

用
地

区
域

の
新

た
な

対
策

の
手

法
と

し
て

、
国

庫
補

助
事

業
の

活
用

等
を

検
討

、
協

議
す

る
。

参
考

事
業

：
農

地
中

間
管

理
機

構
関

連
農

地
整

備
事

業

今
後

の

対
応

改
善

策
の

課
題

、
今

後
の

対
応

土
質

：
弓

浜
部

の
砂

、
砂

質
土

他
工

事
流

用
土

：
石

の
混

入
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